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第117回定期演奏会 プログラム ／ これさえ見ればわかる！ 今回の聴きどころ

主催：兵庫県、兵庫県立芸術文化センター
※演奏時間は目安となります。前後する可能性がありますので予めご了承ください。

9/13（金）･14（土）･15（日）  3：00PM開演2019

：佐渡 裕  Yutaka Sado, Conductor & Artistic Director

：兵庫芸術文化センター管弦楽団  Hyogo Performing Arts Center Orchestra

指揮・芸術監督

管 弦 楽

第１楽章  アレグロ・モデラート
　　　　  Allegro moderato

第２楽章  スケルツォ：アレグロ・モデラート － トリオ：ゆっくりと
　　　　  Scherzo: Allegro moderato - Trio: Langsam

第３楽章  アダージォ：荘厳にゆっくりと、しかし引きずらないように
　　　　  Adagio. Feierlich langsam, doch nicht schleppend

第4楽章  フィナーレ：荘厳に、速すぎないように
　　　　  Finale: Feierlich, nicht schnell

※
使用楽譜につきまして、当初チラシなどで[初稿/1887年ノヴァーク版]と記載しておりましたが、
佐渡芸監督の意向により[ハース版]に変更となりました。予めご了承くださいますようお願い申し上げます。

ブルックナー:交響曲 第8番 ハ短調 [ハース版] （約90分）
Anton Bruckner: Symphony No. 8 in C minor
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助成 : (舞台芸術創造活動活性化事業)
文化庁文化芸術振興費補助金

独立行政法人 日本芸術文化振興会

第１楽章では、神秘的な開始から壮大に轟く昂揚へ進む起伏が聴きもの。続く第２楽章では、主題の
音型が楽器編成を替えつつ、数え切れぬほど反復されていく「繰り返しの恍惚」が面白い。

　６月定期の｢交響曲第５番｣に続き、今月は彼の作品の最高峰と謳われる「第８番」を聴く。
　演奏時間が長いのはブルックナーのお家芸だが、この「８番」は前回の｢５番｣よりもさ
らに長く、平均１時間30分を要する。
　平均ーという意味は、同じスコアを使用していても、指揮者によるテンポの違いによ
り、演奏時間もさまざまになるからである。往年の巨匠チェリビダッケのような遅いテン
ポを採る指揮者は、これを１時間40分もかけてゆっくりと演奏した。一方、往年のオラン
ダの巨匠ベイヌムは、速いテンポで飛ばし、なんと１時間13分で演奏していた（指揮者
が採るテンポには、こんなにも差がある！）。だが、これらはいずれも、極端な例だ。
　長ければ長いなりに、この曲の雄渾壮大さは、ずば抜けている。アルプスの連峰を想
像させる壮大さ、深山の湖の畔に佇むような、神秘的な静寂感ー。ブルックナーの得意
の手法が、最高の形で発揮された大交響曲が、この「８番」なのである。

ブルックナーの最高傑作、交響曲第８番

東条 碩夫（音楽評論）

《悠然たる第１楽章、主題反復で押す第２楽章》

（注１）アダージォ：極めて遅いテンポを示す速度用語。ラルゴよりは少し速い。

「ブルックナーのアダージォ」といえば、音楽史上のキーワードになるほどの有名な存在だ。ゆっくりし
た息の長い主題が続く。その深遠で荘重で、神秘的な静寂に満ちた美しさは、彼の「アダージォ」の中
でも最高傑作として讃えられる。

《第３楽章のアダージォ（注１）はブルックナーの真髄》

雄大なスケール感にあふれる。劇的な第１主題（冒頭）と、やや落ち着いた第２主題との対比。長い旅
の終結は、深淵から高みへ昇るクレッシェンドに導かれ、各楽章の主要主題が同時にごうごうと響き
あう圧倒的な頂点である。

《長い終楽章も壮大無比な起伏》
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Ludwig van Beethoven 

初演：1892年12月18日　ウィーン（第２稿による）

東条 碩夫（音楽評論）
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演奏をより深く楽しむために
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オーストリアのアンスフェルデンに生れ、ウィーンで世を去った後期ロマン派の大作曲家。交響曲作
家としても音楽史上屈指の存在で、「第０番」を含め番号付のものを10曲（最後の「第９番」は第３楽
章までしか完成されなかった）と、初期の「へ短調」１曲を残しているが、「第１番」から「第９番」にい
たる９曲は、演奏機会が極めて多い。内気で素朴な性格の持主で、その好人物ぶりを伝えるエピ
ソードも数多く伝わっている。墓はリンツ近くの聖フローリアン教会にある。Anton Bruckner
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